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に

は

島
根
県
で
は
国
道
四
三

一
号
線
の
交
通
量
の
増
大
に
伴
い
、
松
江
市
西
川
津
町
か
ら
本
庄
町
の
間
に
バ
イ
パ
ス
の
建
設
を
計
画
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
昭
和
四
八
年
に
は
島
根
県
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
建
設
予
定
地
内
の
遺
跡
分
布
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
分
布
調
査
か
ら
す
で
に
十
数
年
が
経
過
し
、
こ
の
間
い
く
つ
か
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
発
掘
調
査
が
完
了
し
、
報
告
書
を
刊
行
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
松
江
市
上
本
庄
町
に
あ
る
本
庄
川
条
里
遺
跡
と
荒
船
古
墳
群

・
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
古
代
集
落
跡
が
発
見
さ
れ
、
古
代
条
里
制
が
連
綿
と
し
て
、
現
代
ま
で
続
い
て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
、
こ
の

地
域
の
歴
史
を
知
る
う
え
に
貴
重
な
資
料
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
報
告
書
が
多
少
な
り
と
も
埋
蔵
文
化
財
に
対
す
る
理
解
に
役
立
て
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

発
掘
調
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
調
査
指
導
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
各
方
面
か
ら
の
多
く
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

衷
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
年
二
月

晨

県
教
暮

晏

夏

江

口

博

晴





四
、

例

口

本
書
は
島
根
県
教
育
委
員
会
が
平
成
九
年
度
に
土
木
部
道
路
建
設
課
か
ら
委
託
を
受

け
て
実
施
し
た
本
庄
川
流
域
条
里
遺
跡
、
及
び
荒
船
古
墳
群

・
遺
跡
の
発
掘
調
査
報

告
書
で
あ
る
。

事
務
局
は
島
根
県
教
育
庁
文
化
財
課
に
お
き
、
発
掘
調
査
は
島
根
県
埋
蔵
文
化
財
調

査
セ
ン
タ
ー
が
行

っ
た
。

発
掘
調
査
の
指
導
は
、
渡
辺
貞
幸

（島
根
大
学
）
、
下
条
信
行

（愛
媛
大
学
）
の
先

生
方
か
ら
承

っ
た
。

発
掘
調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
次
の
方
々
や
関
係
期
間
の
ご
協
力
と
参
加
が
あ

っ

た
。
（順
不
同

・
敬
称
略
）

中
村
唯
史

（
日
新
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
、
渡
辺
正
巳

（川
崎
地
質
）
、
梅
木
謙

一

（松
山
市

・
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）
、
河
野
正
文

（藤
山
歴
史
資
料
館
）
、
河
口
雄

三

（松
山
市

・
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）
、
水
口
あ
を
い

（松
山
市

・
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
）
、
橋
本
雄

一
（松
山
市

・
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）
、
今
岡
稔
、
吉
田
広

（愛
媛
大
学
）
、
矢
島
律
子

（町
田
市
立
博
物
館
）
、
岡
野
智
彦

（中
近
東
文
化
セ
ン

タ
ー
）
、
関
口
広
次

（青
山
学
院
大
学
）
、
本
庄
公
民
館
運
営
協
議
会
、
松
江
市
教
育

委
員
会
、
松
尾
芳
美
、
井
上
金

一
、
田
村
清
、
松
本
長
子
、
長
谷
川
敦
子
、
三
成
直

子
、
福
島
幸
代
、
福
島
秀
香
、
福
田
巌
、
松
本
昭
雄
、
野
津
薫
、
米
田
喜
美
恵
。
福

田
定
男
、
木
村
カ
ョ
子
、
大
谷
幸
子
、
松
本
美
佐
子
、
井
口
清
、
井
ロ
ト
ミ
子
、
田

川
博
之
、
坂
根
栄
、
木
村
喬
、
近
藤
静
代
、
吉
儀
博
、
大
筒
肇
、
永
島
雄
三
、
田
部

茂
、
田
部
千
恵
子
、
永
島
八
重
子
、
佐
藤
光
男
、
小
瀬
福
夫
、
本
多
正
貴
、
角
亮
太
、

内
田
恵
美
子
、
渡
部
浩
好
、
岡
崎
雄
二
郎
、
瀬
古
諒
子
、
江
川
幸
子
、
津
森
豊
年
、

片
岡
善
貞
、
金
津
ま
り
子
、
関
和
彦
、
瀧
音
能
之
、
平
野
卓
治
、
田
川
喜
美
子
、
吉

儀
隆
子
、
小
瀬
千
代
子
、
石
倉
春
枝
、
沼
田
幸
夫
、
小
原
本
衛
、
高
倉
重
夫
、
奈
良

井
崇
夫
、
今
村
朝
男
、
今
村
ひ
ろ
子
、
松
本
洋
次
郎
、
藤
井
武
美
、
土
江
耶
恵
子
、

松
本
和
代
、
井
上
幸
夫
、
安
達
幸
江
、
鈴
木
敦
子
、
松
本
澄
枝
、
古
藤
幸
子
、
今
村

シ
ズ
子
、
矢
田
弘
、
中
村
陵
子
、
谷
戸
節
美
、
浅
井
順
子
、
松
本
達
子
、
藤
井
久
志

五
、
調
査
員
と
し
て
、
島
根
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
職
員
の
内
田
律
雄

（調
査
第

二
係
長
）
、
清
水
初
美

（調
査
補
助
員
）
、
石
原
隆
文

（
調
査
補
助
員
）
、
野
津
旭

（調
査
補
助
員
）
が
あ
た
っ
た
。

ま
た
、
研
修
生
と
し
て
、
チ
ャ
ン
　
ド
ゥ
ッ
ク
　
ア
イ
ン
　
シ
ョ
ー
ン

（
フ
エ
遺
跡

保
存
セ
ン
タ
ー
・
フ
エ
皇
宮
美
術
博
物
館

【
ベ
ト
ナ
ム
】
）
の
参
加
が
あ
っ
た
。

六
、
本
書
の
編
集

・
執
筆
は
右
記
調
査
員
や
調
査
指
導
者
の
指
導
と
助
言
を
得
な
が
ら
内

田
律
雄
が
行

っ
た
。
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第

三
早

調
査
に
至
る
経
緯

大
社
町
か
ら
美
保
関
町
を
結
ぶ
国
道
４
３
１
号
線
は
昭
和
四
〇
年
代
後
半
か
ら
交
通
量

が
増
大
し
は
じ
め
、
現
在
で
は
県
内
有
数
の
渋
滞
路
線
と
な

っ
て
い
る
。
島
根
県
で
は
こ

の
対
策
の

一
環
と
し
て
松
江
市
西
川
津
町
―
本
庄
町
間
の
バ
イ
パ
ス
計
画
を
立
案
し
た
。

バ
イ
パ
ス
の
路
線
決
定
に
先
立
ち
、
島
根
県
教
育
委
員
会
で
は
松
江
土
木
建
築
事
務
所

か
ら
依
頼
を
受
け
て
分
布
調
査
を
行
い
三
六
カ
所
の
遺
跡
を
確
認
し
た
。
こ
れ
を
も
と
に

島
根
県
土
木
部
道
路
課
、
松
江
土
木
建
築
事
務
所
と
島
根
県
教
育
委
員
会
は
協
議
を
行
い
、

遺
跡
を
で
き
る
だ
け
保
存
す
る
方
向
で
道
路
建
設
予
定
地
が
選
定
さ
れ
た
。

発
掘
調
査
は
島
根
県
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
昭
和
五

一
年
か
ら
断
続
的
に
行
わ
れ
て
お

り
、
今
年
度
は
五
次
目
の
発
掘
調
査
に
あ
た
る
。
今
年
度
の
調
査
は
松
江
市
上
本
庄
町
字

大
坪
を
中
心
と
す
る
本
庄
川
流
域
条
里
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行

っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
を
以
下
に
示
す
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
五

一
年
度
　
橋
本
遺
跡
　
柴
遺
跡
　
中
頭
遺
跡

昭
和
五
六
年
度
　
柴
遺
跡

昭
和
六
二
年
度
　
祖
子
分
長
池
古
墳
　
祖
子
胡
麻
畑
遺
跡

平
成
四
年
度
　
　
八
色
谷
古
墳
群

平
成
八
年
度
　
　
本
庄
川
流
域
条
里
遺
跡

注
１
、
『主
要
地
方
道
松
江
―
境
港
バ
イ
パ
ス
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
Ｉ
　
島
根
県

文
化
愛
護
協
会
　
一
九
七
六

２
、
『
主
要
地
方
道
松
江
―
境
港
バ
イ
パ
ス
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
Ⅱ
　
島
根
県

教
育
委
員
会
　
一
九
八
二

３
、
内
田
律
雄

『祖
子
分
長
池
古
墳
』
島
根
県
教
育
委
員
会
　
一
九
八
八

４
、
柳
浦
俊

一
「
八
色
谷
古
墳
群
」
『
国
道
四
三

一
号
線
バ
イ
パ
ス
建
設
予
定
地
内
埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』
Ⅳ
　
島
根
県
教
育
委
員
会
　
一
九
九
二

５
、
内
田
律
雄

『本
庄
川
流
域
条
里
遺
跡
』
Ｖ
　
島
根
県
教
育
委
員
会
　
一
九
九
七

-1-



第
一
一章

周
辺
の
主
要
遺
跡
と
調
査
の
概
要

一
、
周
辺
の
主
要
遺
跡

本
庄
川
流
域
で
最
古
の
遺
物
は
新
川
下
流
域
で
採
集
さ
れ
た
ル
ヴ
ァ
ロ
ア
型
尖
頭
器
で

あ
る
。
こ
れ
に
続
く
時
代
の
石
器
が
今
年
度
上
本
庄
町
の
山
中

（
Ａ
条
ｃ
里
２４
付
近
）
で

出
土
し
て
い
硬
。
同
様
な
資
料
は
周
辺
で
は
上
宇
部
尾
唖
、
西
川
津
唖
で
も
出
土
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
い
ま
の
と
こ
ろ
嵩
山
か
ら
派
生
す
る
低
丘
陵
の
谷
間
で
発
見
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
続
く
縄
文
時
代
の
遺
跡
は
本
庄
川
流
域
で
は
顕
著
で
な
い
。
遺
跡

が
増
加
す
る
の
は
弥
生
時
代
後
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
古
墳
時
代
に
な
る
と
本
庄
川

流
域
平
野
部
の
周
辺
丘
陵
上
に
前
期
か
ら
後
期
に
い
た
る
ま
で
小
規
模
な
古
墳
が
つ
く
ら

れ
、
集
落
も
平
野
部
に
発
達
す
る
。
新
庄
町
八
日
山

一
号
墳
は
前
期
古
墳
の
好
例
で
、　
一

辺
三
二

・
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二

・
七
―
ト
ル
の
小
方
墳
で
あ
る
が
、
岐
阜
県
各
務
原
市

の

一
輪
山
古
墳
と
同
籠
の
三
角
縁
神
獣
鏡

（波
文
帯
四
神
三
獣
鏡
）
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

千
歳
遺
跡

（Ａ
条
ｂ
里
３３
坪
、
第
１
図
２‐
）
は
古
墳
時
代
集
落
の

一
例
で
、
須
恵
器
、
土

師
器
が
出
土
し
て
い
範
。
律
令
期
に
な
る
と
集
落
は
平
野
部
周
辺
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
条
里
が
敷
か
れ
た
。
本
庄
川
上
流
部
の
渓
谷
部
の
梨
谷
遺
跡
も
そ
の
一
つ
で

（第

１
図
２３
）
、
律
令
期
を
中
心
と
す
る
須
恵
器
、
土
師
器
が
出
土
し
て
い
る

（第
３
図
）
。

二
、
荒
船
古
墳
群

荒
船
古
墳
群

（第
１
図
１
、
図
版
１
上
）
は
上
本
庄
町
山
崎
に
あ
る
四
基
の
小
方
墳
か

ら
な
る
古
墳
群
で
あ
る

（第
４

●
５
図
）
。
古
墳
郡
の
存
在
す
る
南
高
北
低
の
馬
背
状
丘

陵
全
体
が
幾
度
か
の
人
工
的
削
平
を
う
け
て
お
り
、
四
基
の
古
墳
も
築
造
当
時
の
形
状
は

と
ど
め
て
い
な
か
っ
た
。
最
南
部
に
位
置
す
る
１
号
墳
は

一
辺

一
二
メ
ー
ト
ル

（図
版
９

下
）
、
２
号
墳
は

一
辺

一
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
に
復
元
で
き
る
方
墳
で
あ
る

（図
版
１０
上
）
。

調
査
対
象
と
な

っ
た
の
は
、
３

●
４
号
墳
で
あ
る
。
３
号
墳

（図
版
１
下
）
は
２
号
墳

の
北
に
接
し
て
あ
り
、
墳
丘
上
で
検
出
し
た
主
体
部
を
中
央
に
し
て
復
元
す
る
と

一
辺
約

一
〇
メ
ー
ト
ル
の
方
墳
と
な
る
。
墳
丘
南
側
裾
は
調
査
対
象
外
で
あ
る
た
め
不
明
で
あ
る

が
、
北
側
裾
に
長
さ
七

・
五
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
切
削
溝
を
検
出
し
た

（図
版
２
下
、
図
版
３
上
）。
切
削
溝
は
薄
赤
褐
色
上
の
単

一
層
で
あ
る
。
主
体
部
は
表
土

直
下
に
東
西
方
向
に
検
出
さ
れ
た
が
、
西
側
端
は
既
に
盛
土
が
な
く
不
明
で
あ
る

（図
版

５
下
）
。
幅
は
約
七
〇
セ
ン
チ
、
長
さ
は
ニ
メ
ー
ト
ル
ま
で
確
認
で
き
る

（第
８
図
）
。
遺

構
検
出
面
か
ら
の
深
さ
は
、
深
い
と
こ
ろ
で
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
周
辺
の
茶
褐
色
聴
土
よ

り
わ
ず
か
に
薄
い
色
で
、
長
方
形
の
木
棺
直
葬
の
痕
跡
で
あ
る
。
盛
上
の
下
に
は
旧
表
土

が
認
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
尾
根
の
高
い
南
側
を
削
平
し
低
い
北
側
に
盛
土

し
て
方
墳
を
形
作

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
地
方
に
普
遍
的
に
み
ら
れ
る
小
規
模
古
墳
の

築
造
方
法
で
あ
る
。
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第 1図 関係遺跡分布図

1.2.荒 船古墳群、 3.松音寺古墳、 4.山崎古墳、 5。 平田古墳群、 6.荒神古墳、
7.8,9,中 西古墳群、10.金比羅古墳群、11.鎌 ロガ尾根古墳群、12.廻田古墳、13.尊場古墳、
14。 (R431予定地内古墳)、 15.薄井原古墳、16.常熊古墳、17.小川善之助裏古墳、18.古妙見古墳、
19.房床廃寺、20。 芝原遺跡 (島根郡家推定地)、 21.千歳遺跡、22。 本庄川流域条里遺跡、
23.梨谷遺跡、24.あ ん山城跡、25,城山城跡、26.上松古墓、27.木並石塔、28.横枕橋付近石塔、
29.門脇氏宅裏石塔、30.阿弥陀堂石塔、31.塚田石塔、32.島根大学農園内石塔、33.荒船遺跡
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第2図 千歳 (Att b里 33坪)出土遺物
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第 5図 荒船古墳群測量図 (調査前)
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第 6図 荒船古墳群断面図
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第 8図 荒船 3号墳主体部

遺
物
は
主
体
部
分
か
ら
直
刀

（図
版
４
下
、
図
版
５
上
）
と
刀
子

（図
版
６
上
）
が
出

土
し
た
。
直
刀
は

一
部
を
欠
損
す
る
が
、
長
さ
約
七
五

・
○
セ
ン
チ
に
復
元
さ
れ
、
五

一

八

・
○
グ
ラ
ム
を
量
る

（第
１１
図
１
）
。
刀
子
は

一
部
を
欠
く
が
、
長
さ

一
一
・
○
セ
ン

チ
、
重
量
は

一
六

・
○
グ
ラ
ム
あ
る

（第
１１
図
２
）
。
ま
た
、
北
側
切
削
溝
付
近
墳
丘
の

表
土
直
下
と
丘
陵
西
側
斜
面
よ
り

（第
５
図
）
須
恵
器
蓋
郭

（第
１１
図
４
接
合
資
料
、
図

版
３
下
、
図
版
４
上
）
が
、
丘
陵
東
側
斜
面
よ
り
土
師
器
郭

（第
１１
図
３
）
が
出
土
し
た
。

口
径

一
四

・
五
セ
ン
チ
、
器
高
五

・
○
セ
ン
チ
に
復
元
さ
れ
る
。
須
恵
器
は
山
陰
第
二
期

（六
世
紀
後
半
）
の
も
の
で
、
口
径

一
一
・
七
セ
ン
チ
、
最
大
径

一
四

・
ニ
セ
ン
チ
、
器

高
三

・
九
セ
ン
チ
あ
る
が
、
土
師
器
邦
は
こ
れ
に
や
や
先
行
す
る
時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

主
体
部
の
直
刀
部
の
直
刀
の
形
態
か
ら
し
て
須
恵
器
よ
り
上
師
器
の
時
期
に
符
合
す
る
。

そ
の
こ
と
は
墳
丘
が
か
な
り
の
部
分
削
平
や
流
出
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
古

墳
築
造
後
時
期
を
へ
だ
て
て
何
ら
か
の
祭
祀
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

４
号
墳

（図
版
６
下
）
は
３
号
墳
の
北
西
約

一
五
メ
ー
ト
ル
位
置
に
あ
る
。
既
に
主
体

部
は
失
わ
れ
て
い
た
が
、
旧
表
土
、
盛
土
、
墳
丘
裾
を
南
か
ら
東

へ
ま
わ
る
切
削
溝
を
確

認
し
た

（図
版
７
）
。
地
山
の
中
に
は
長
さ

一
メ
ー
ト
ル
を
こ
す
泥
岩
が
含
ま
れ

（図
版

８
）
、
墳
丘
は
こ
れ
を
残
す
か
た
ち
で
盛
土
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
主
体
部
は
３
号
墳
と

同
様
に
盛
土
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
墳
丘
の
北
側
と
西
側
は
特
に
盛
土
の
流

出
が
顕
著
で
復
元
は
困
難
で
あ
る
が
、　
一
辺

一
〇
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
小
方
墳
で
あ

っ

た
と
思
わ
れ
る
。
遺
物
も
発
見
で
き
な
か

っ
た
。

三
、
荒
船
古
墳
群
＝
区

荒
船
古
墳
群
東
側
斜
面
に
郭
状
穴
の
み
ら
れ
る
泥
岩
質
の
石
を
表
土
直
下
で
検
出
し
た

-10-



（第
９
図
、
図
版
１１
下
）
。
長
さ
六
〇
セ
ン
チ
、
幅
五
〇
セ
ン
チ
、
厚
さ
三
〇
セ
ン
チ
で
、

四
ケ
所
に
郭
状
穴
が
あ
る
。
観
察
の
結
果
人
工
の
も
の
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
が
参
考

の
た
め
に
掲
げ
て
お
く
。
孔
は
径
八
セ
ン
チ
、
深
さ
四
セ
ン
チ
～
径
五
セ
ン
チ
あ
る
。
同

様
な
石
は
荒
船
古
墳
群
の
あ
る
丘
陵
に
自
然
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
丘
陵
の
削

平
に
と
も
な
っ
て
東
側
斜
面
に
転
落
し
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。

四
、
荒
船
遺
跡

荒
船
古
墳
群
の
東
側
の
丘
陵
上
に
、
径

一
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
平
坦
面
が
あ
り
、
こ
れ

を
中
心
に
調
査
を
行

っ
た
と
こ
ろ
遺
物
包
含
層
を
確
認
し
た

（第
４
図
）
。
遺
跡
は
先
端

が
二
俣
状
に
広
が
る
平
坦
地
に
あ
り
、
平
面
が
溝
状
に
入
り
込
ん
だ
東
西
方
向
に
黒
褐
色

土
が
数
条
並
行
に
検
出
さ
れ
た

（第
１０
図
、
図
版
１０
下
）
。
こ
れ
は
幾
度
か
の
地
滑
り
の

痕
跡
と
考
え
ら
れ
、
遺
物
も
こ
の
層
か
ら
出
土
し
た
。
遺
構
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。

遺
物
は
弥
生
時
代
後
期
の
土
器

（第
１１
図
５
、
６
）
と
律
令
期
の
須
恵
器

（第
１１
図
７

～
１０
）
が
あ
る
。
５
は
日
径

一
四

・
四
セ
ン
チ
、
６
は

一
五

・
四
セ
ン
チ
。
７
は
口
径

一

一
・
八
セ
ン
チ
、
器
高

一
・
八
セ
ン
チ
あ
る
。
７
、
９
は
外
面
底
部
に
回
転
糸
切
痕
が
あ

り
、

１０
に
は
い
わ
ゆ
る
カ
キ
メ
が
み
ら
れ
る
。

五
、
本
庄
川
流
域
条
里
遺
跡

水
田
部
の
本
庄
川
流
域
条
里
遺
跡
は
Ｉ
区
～
Ⅲ
区

（
ｂ
条
ｂ
里
３２
～
３５
坪
）
を
調
査
対

象
と
し
た
。
Ｉ
区
で
は
縄
文
時
代
の
上
坑
、
Ⅱ
区
で
は
古
墳
時
代
前
期
の
住
居
、
Ⅲ
区
で

は
弥
生
時
代
中
期
～
後
期
の
石
組
遺
構
と
中
世
～
近
世
の
畑
状
遺
構
を
検
出
し
た
。

【
―
区
】

Ｉ
区

（図
版
１２
上
）
で
は
近
年
掘
ら
れ
た
Ｓ
Ｄ
ｌＯ
に
接
し
て
二
基
の
縄
文
時
代
の
土
坑

を
検
出
し
た

（第
１３
図
）
。

Ｓ
Ｋ
０
３
は
○

●
八
×
○

・
六
メ
ー
ト
ル
、
深
さ

一
〇
セ
ン
チ
の
浅
い
土
坑

（図
版
１２

下
）
。
土
坑
中
よ
り
黒
曜
石
製
の
剥
片
石
器
が
出
土
し
た
。
三

・
八
×
三

・
一
セ
ン
チ
、

厚
さ
○

・
八
セ
ン
チ
で
、
剥
片
周
縁
部
に
若
干
の
刀
部
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。　
一
一
・

九
グ
ラ
ム
あ
る

（第
１４
図
３
）
。

Ｓ
Ｋ
０
４
は
○

●
八
×
○

・
七
メ
ー
ト
ル
、
深
さ

一
。
○
メ
ー
ト
ル
の
平
面
が
長
方
形

の
土
坑

（図
版
１３
）
ｏ
土
坑
の
中
か
ら
は
石
器
石
材
が
出
土
し
た
。
第
１４
図
１
は
、
六

・

33.2

lm
l  l  l  l  l

０

１

第 9図 荒船 3号墳群 ‖区
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九
×
五

・
三
セ
ン
チ
、
厚
さ
三

・
五
セ
ン
チ
で
、　
三
二
九

・
五
四
グ
ラ
ム
を
量
る
。
２
は

五

・
四
×
四

・
七
セ
ン
チ
、
厚
さ

一
。
ニ
セ
ン
チ
で
、
三
四

・
三
七
グ
ラ
ム
を
量
る
。
い

ず
れ
も
安
山
岩
で
こ
の
他
に
小
破
片
が
数
十
点
あ
る
。
Ｓ
Ｋ
０
３
、
Ｓ
Ｋ
０
４
と
も
積
極

的
な
根
拠
を
欠
く
が
、
遺
物
や
遺
跡
の
形
態
か
ら
縄
文
時
代
の
上
坑
と
考
え
た
。

こ
れ
ら
土
坑
の
西
側
に
平
坦
部
が
あ
り
、
東
西
と
南
北
方
向
に
試
掘
溝
を
い
れ
て
土
層

の
観
察
を
行

っ
た

（第
１２
図
、
第
１３
図
）
。
そ
の
結
果
、
①
層
の
黄
褐
色
土
は
水
田
造
成

の
床
土
と
判
断
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
下
層
も
、
人
工
的
に
も
た
ら
さ
れ
た
土
や
石
の
層
と
考

え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
水
田
造
成
以
前
に
は
こ
の
あ
た
り
が
狭
く
深
い
谷
地
形
と

な
っ
て
い
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
遺
物
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
水
田
造
成
の
時
期
は
不

明
で
あ
る
。

但
し
、
Ｉ
区
の
耕
作
土
か
ら
は
各
時
代
の
遺
物
が
出
土
し
た

（第
１４
図
４
～
１２
）
０
そ

れ
ら
は
、
古
墳
時
代
の
須
恵
器

（
５
）、
円
筒
埴
輪

（
４
）
、
中
国
製
青
磁
皿

（
８
）
、
備

前
製
す
り
鉢

（９
）
、
唐
津
碗

（１１
）
、
近
世
染
付

（１２
）
等
で
あ
る
。
５
は
横
瓶
の
一
部
、

４
は
胴
部
径
二

一
・
三
セ
ン
チ
、
６
は
口
径

一
一
・
○
セ
ン
チ
を
測
る
。
こ
れ
ら
古
墳
関

係
の
遺
物
は
、
付
近
の
的
場
遺
跡
に
お
い
て
円
筒
埴
輪
を
出
土
し
た
古
墳
群
が
松
江
市
教

育
委
員
会
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
す
る
。
７
は
口
径

一
一
・
八
セ
ン
チ
、

器
高
四

・
八
セ
ン
チ
の
土
師
器
で
平
安
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
８
は
日
唇
部
が
輪
花
状
と

な
る
青
磁
皿
。

一け

鷺静
'
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第11図 荒船古墳(1～ 4)、 荒船遺跡 (5～ 10)出土遺物
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【
＝
区
】

Ⅱ
区

（図
版
１４
）
で
は
、
竪
穴
建
物
跡

一
、
掘
立
柱
建
物
跡
三
、
溝

一
、
土
坑

一
を
検

出
し
た

（第
１５
図
）
。

Ｓ
Ｉ
０
２
は
調
査
区
の
西
側
隅
に
検
出
し
た
竪
穴
建
物
跡
で

（図
版
１５
上
）
、
既
に
開

発
や
耕
作
等
に
よ
っ
て
壁
は
削
平
さ
れ
中
央
ピ
ッ
ト
と
柱
穴
群
の
み
が
残
る
と
い
う
状
況

で
あ
っ
た
。
中
央
ピ
ッ
ト
は
六
六
×
五
八
セ
ン
チ
、
深
さ

一
六
セ
ン
チ
あ
り
、
こ
れ
を
中

心
に
半
径
約
二

・
五
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
柱
穴
群
が
集
中
し
て
み
ら
れ
る
。
建
物
の
形
態

は
、
壁
が
失
わ
れ
て
い
る
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
柱
穴
か
ら
古
墳
時
代
の
土
器
破
片
が
出

上
し
て
い
る
の
で
方
形
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
０
９
は
Ｓ
Ｉ
０
２
の
東
約
五
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
溝
状
遺
構
で
あ
る

（図
版
１５
下
）
。

長
さ
四

・
八
八
、
幅
○

・
六
二
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
四
セ
ン
チ
の
浅
い
溝
。
Ｓ
Ｉ
０
２
と
の

間
に
な
ん
ら
遺
構
が
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
み
る
と
竪
穴
建
物
に
付
随
し
た
溝
で

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
長
さ
や
深
さ
も
検
出
時
よ
り
規
模
が
大
き
か
っ
た
こ

と
が
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
Ｓ
Ｄ
０
９
の
付
近
で
硝
子
製
小
玉
が
出
土
し
た

（第
１８
図
１２
）
。

径
二

・
五
ミ
リ
、
○

・
〇
二
グ
ラ
ム
を
量
り
、
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
を
呈
す
。
Ｓ
Ｉ
０
２
の

東
側
に
約
五
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
Ｓ
Ｂ
ｌｌ
、
Ｓ
Ｂ
ｌ２
の
二
棟
の
掘
立
柱
建
物
跡
を
検
出
し
た
。

Ｓ
Ｂ
且
は

一
×
二
間
プ
ラ
ン
で
、
柱
間
距
離
は
そ
れ
ぞ
れ

一
・
八
×
二

・
八
メ
ー
ト
ル

で
あ
る

（第
１７
図
、
図
版
１６
）
Ｏ
Ｓ
Ｂ
‐２
は

一
×

一
間
の
プ
ラ
ン
で
柱
間
距
離
は
そ
れ
ぞ

れ
三

・
三
×
三

・
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る

（第
１７
図
、
図
版
１７
上
）
。
柱
穴
や
建
物
周
辺
か

ら
は
遺
物
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
Ｓ
Ｉ
０
２
や
Ｓ
Ｄ
０
９
と
の
位
置
関
係
か
ら
、
い

ず
れ
も
あ
ま
り
時
期
差
が
な
い
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｂ
‐３
は
調
査
区
の
東
端
に
検
出
し
た
柱
穴
群
の
中
に
あ
る
掘
立
柱
建
物
跡

（図
版
１７

下
）
。
平
面
プ
ラ
ン
は
未
調
査
区
に
続
い
て
お
り
不
明
。
柱
間
距
離
は

一
・
八
メ
ー
ト
ル

で
、
Ｓ
Ｂ
ｌｌ
と
同
規
模
の
も
の
と
思
わ
れ
る

（第
１７
図
）
。

Ｓ
Ｋ
０
５
は
Ｓ
Ｉ
０
２
の
南
約
八
メ
ー
ト
ル
の
位
置
で
検
出
し
た
平
面
が
円
形
の
上
坑

で
あ
る

（図
版
１８
下
）
。
径
五
四
セ
ン
チ
、
深
さ
二
〇
セ
ン
チ
を
測
る

（第
１７
図
）
。
こ
の

上
坑
の
中
か
ら
土
師
器
甕
片
三
と
高
郭
片

一
が
出
上
し
た

（第
１８
図
１
～
４
、
図
版
１８
上
）。

ま
た
覆
土
を
水
洗
し
た
と
こ
ろ
、
焼
け
た
小
動
物
骨
片
や
炭
化
物
の
小
破
片
が
摘
出
さ
れ

た
。
第
１８
図
１
、
２
は
両
方
と
も
部
分
的
に
古
墳
時
代
前
期
の
幾
内
土
師
器
の
特
徴
が
み

ら
れ
る
。
１

・
２
と
も
口
径

一
六

・
○
セ
ン
チ
で
、
内
面
頚
部
下
を

ヘ
ラ
削
り
す
る
。
同

様
な
土
器
は
平
成
八
年
度
調
査
区
か
ら
も
出
土
例
が
あ
る
。
４
は
口
径

一
五
セ
ン
チ
。

そ
の
他
、
耕
作
土
中
か
ら
は
弥
生
時
代
か
ら
中
～
近
世
の
遺
物
が
出
土
し
た

（第
１８
図

５
～
１４
）
０
５
は
石
皿
様
石
器
片
で
二
六

・
○
×

一
五

・
○
セ
ン
チ
、
厚
さ
六

・
三
セ
ン

チ
あ
り
、
表
裏
に
使
用
痕
と
炭
化
物
の
付
着
痕
が
観
察
さ
れ
る
。
重
量
は
三
四
〇
〇
グ
ラ

ム
を
量
る
。
Ｓ
Ｉ
０
２
の
関
係
遺
物
の
可
能
性
が
あ
る
。
６
は
備
前
製
摺
鉢
、
７
は
天
目

碗
、
８
は
唐
津
の
碗
、
９
は
長
さ
五

・
○
セ
ン
チ
の
煙
管
、

１３
は
径

一
。
一
セ
ン
チ
の
鉛

製
鉄
砲
玉

（七

・
八
五
グ
ラ
ム
）
、

１４
は
土
錘
の
１
／
３
残
存
片
で
長
さ
二

・
九
セ
ン
チ
、

二

・
四
九
グ
ラ
ム
。

１５
は
寛
永
通
宝
で
二
・
三
六
グ
ラ
ム
。

１０
は
黒
曜
石
製
鏃
で
長
さ
二

・

八
セ
ン
チ
で
、　
一
・
七
グ
ラ
ム
、

１１
は
安
山
岩
製
石
鏃
で
三

・
四
セ
ン
チ
で
一
。
五
六
グ

ラ
ム
を
量
る
。

１１
は
弥
生
時
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

【
Ⅲ
区
】

Ⅲ
区
で
は
便
宜
上
第
１
調
査
区
、
第
２
調
査
区
、
第
３
調
査
区
に
区
分
け
し
て
調
査
を

行

っ
た

（第
１２
図
）
。
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第
１
調
査
区

（図
版
１９
上
）
は
、
水
田
耕
作
が
放
棄
さ
れ
た
後
に
ア
シ
・
ヨ
シ
類
が
繁

茂
し
、
か
つ
て
は
い
わ
ゆ
る
深
田
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
。
こ
の
第
１
調
査
区
は

大
別
し
て
、
上
層
は
中
世
～
近
世
、
下
層
は
弥
生
時
代
中
期

・
後
期
の
層
序
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
境
は
④
層
と
⑤
層
と
の
間
で
あ
る

（第
１９
図
）
。
上
層
部
で
は
遺
構
は
な
か

っ

た
が
、
黒
曜
石
破
片
、
須
恵
器

（第
２０
図
３９
、

４４
）
、
土
師
器
、
中

。
近
世
陶
磁
器
の
小

破
片
と
と
も
に
、
木
製
品
が
出
土
し
た

（第
２２
図
）
。
下
層
部
で
は
弥
生
時
代
の
旧
河
道

も
し
く
は
池
の
岸
を
人
頭
大
前
後
の
石
で
護
岸
し
た
石
組
遺
構

（
Ｓ
Ｒ
０
１
）
を
検
出
し

た

（第
１９
図
、
図
版
１９
下
、
図
版
２０
上
）
。
そ
れ
は
ほ
ぼ
南
北
方
向
に
奔

っ
て
お
り
、
緩

や
か
な
北
高
南
低
を
呈
し
て
、
南
側
は
本
庄
川
方
向
に
向
か

っ
て
い
る
。
ま
た
、
東
西
方

向
の
断
面
は
、
第
１９
図
ａ
ｌ
ｂ
壁

（図
版
２‐
上
）
の
層
序
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
石
組
状

遺
構
を
境
に
そ
の
西
側
が
深
く
な

っ
て
い
る
。
川
、
も
し
く
は
池
は
こ
の
石
組
状
遺
構
の

西
側
で
あ
る
。
対
応
す
る
⑤
層
以
下
の
層
か
ら
は
、
主
と
し
て
弥
生
時
代
中
期
後
半
か
ら

後
期
の
上
器

（第
２０
図
）
、
黒
曜
石
、
木
製
品

（第
２‐
図
）
、
植
物
遺
体
が
出
土
し
た
。
土

器
の
中
に
は
弥
生
時
代
前
期
の
も
の
が
若
千
含
ま
れ
る

（第
２０
図
１
～
４
）
。
表
土
か
ら

は
古
墳
時
代
か
ら
中

・
近
世
の
遺
物
が
出
土
し
た

（第
２３
図
）
。
こ
の
よ
う
な
石
組
状
遺

構
は
、
松
江
市
西
川
津
町
西
川
津
遺
跡
の
弥
生
時
代
前
期
～
後
期
の
遺
跡
で
も
調
査
さ
れ

て
お
り
共
通
し
た
河
川
、
ま
た
は
湖
沼
利
用
法
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

第
２０
図
は
第
１
調
査
区
内
出
上
の
土
器
で
あ
る
。
１
は
弥
生
前
期
の
甕
型
土
器
片
、
２

は
回
径

一
二

。
○
セ
ン
チ
の
壺
で
あ
る
。
頚
部
に
一
条
の
ヘ
ラ
描
き
沈
線
が
は
い
る
。
５
、

６
、

１７
、

４７
は
回
縁
部
に
横
線
紋
を
施
す
壷
型
土
器
で
あ
る
。
５
は
復
元
口
径
二
七

・
○

セ
ン
チ
、

１７
は
回
径
八

・
四
セ
ン
チ
の
小
形
壷
で
あ
ろ
う
。
６
は
日
径

一
九

・
○
セ
ン
チ

で
頚
部
が
長
く
な
る
。
胎
土
や
焼
成

。
器
面
調
整
ば
か
り
で
な
く
、
大
き
さ
も
４７
に
接
合

さ
れ
て
も
よ
い
資
料
で
あ
る
。

４７
の
内
面
は
指
圧
痕
と
タ
テ
・
ヨ
コ
方
向
に
ナ
デ
が
み
ら

れ
、
削
り
は
な
い
。
７
～
１６
、

‐８
～
３０
は
甕
型
土
器
で
、
日
径
が
、　
一
五
セ
ン
チ
前
後
の

も
の
と

（
７
～
９
、

１１
～
１６
、

‐８
～
２０
、

２５
～
２８
）
、　
一
九
セ
ン
チ
前
後
の
も
の

（
１０
、

２‐
～
２４
、

２９
、

３０
）
に
大
別
で
き
、
内
面
頚
部
か
ら
下
方
を
ヘ
ラ
削
り
す
る
の
は
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
大
形
の
も
の
に
多
い
。

３３
～
３８
、

４０
は
こ
れ
ら
と
同
時
期
２
局
邦
で
あ
る
。

３３
は
日
径

一
四

・
三
セ
ン
チ
、

３４
は

一
四

・
○
セ
ン
チ
、

３５
は

一
五

・
八
セ
ン
チ
あ
る
。

こ
の
う
ち
、

３４
、

３５
、

３８
の
外
面
に
は
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
の
後
に
赤
色
顔
料
の
塗
布
が
み
ら
れ

′０
。第

２‐
図
は
下
層
出
土
の
木
製
品
で
あ
る
。
多
く
は
二
次
的
に
加
工
さ
れ
杭
に
再
利
用
さ

れ
て
い
た
。

１９
～
２８
は
建
築
部
材
の

一
群
と
考
え
た
。

１９
は
長
さ

一
六
九

・
○
セ
ン
チ
、

幅
五

・
○
セ
ン
チ
、
厚
さ
三

・
○
セ
ン
チ
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

２０
、

２２
、

２３
に
は
方
形
の

小
孔
が
み
ら
れ
る
。

２２
の
小
孔
の

一
つ
は
側
面
に
ぬ
け
て
い
る
。

２０
は
長
さ

一
二
五

。
○

セ
ン
チ
、
幅

一
二

・
八
セ
ン
チ
、
厚
さ
三

・
五
セ
ン
チ
あ
る
。

２‐
は
長
さ

一
二
七

・
ニ
セ

ン
チ
、
幅

一
七

・
八
セ
ン
チ
、
厚
さ
四

。
三
セ
ン
チ
あ
る
。

２３
は
長
さ
六
三

・
四
セ
ン
チ
、

幅

一
〇

・
六
セ
ン
チ
、
厚
さ
二

・
八
セ
ン
チ
あ
る
。
こ
れ
ら
２０
、

２２
、

２３
は
互
い
に
よ
く

似
て
お
り
同
じ
構
造
物
の
部
材
で
あ
ろ
う
。

２４
は
長
さ
六
三

・
四
セ
ン
チ
、
幅
三

。
一
セ

ン
チ
、
厚
さ
二

・
六
セ
ン
チ
あ
り
、　
一
方
の
端
近
く
に
快
り
が
あ
る
。

２５
は
長
さ
二
九

・

八
セ
ン
チ
、
幅
三

・
九
セ
ン
チ
、
厚
さ
六

。
ニ
セ
ン
チ
あ
る
、　
一
辺
に
段
を
作
る
。

２６
は

長
さ
五
四

・
八
セ
ン
チ
、
幅
三

・
○
セ
ン
チ
、
厚
さ
二

・
一
セ
ン
チ
。

２７
は
長
さ
四
二

・

ニ
セ
ン
チ
、
幅
二

・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ

一
・
八
セ
ン
チ
で
、
断
面
は
楕
円
形
で
あ
る
。

２８

は
長
さ
四
六

・
三
セ
ン
チ
、
幅
三

・
八
セ
ン
チ
、
厚
さ
二

・
七
セ
ン
チ
で
石
組
状
遺
構
に

杭
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
。

３２

・
３３
は
板
状
の
木
製
品
を
再
加
工
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
長
さ
二

一
・
六
セ
ン
ト
と
二
八

・
六
セ
ン
チ
あ
る
。

３４
は
長
さ
四
六
セ
ン

チ
、
幅
七
セ
ン
チ
で
、
長
辺
の

一
方
に
快
り
の
あ
る
不
明
木
製
品
。
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３‐
、

３５
～
４‐
は
農
耕
具
類
の

一
群
で
あ
る
。

３‐
は
二
二

・
六
×
一
五

・
三
セ
ン
チ
、
厚

さ

一
。
ニ
セ
ン
チ
あ
る
。

３５
は
長
さ
二
〇

・
四
セ
ン
チ
、
幅
九

・
三
セ
ン
チ
、
厚
さ

一
・

七
セ
ン
チ
あ
る
。

３６
は
加
工
途
中
の
も
の
。　
一
方
の
面
の
中
央
か
ら
周
辺
に
向
け
て
加
工

が
見
ら
れ
る
の
で
、
丸
鍬
の
未
製
品
で
あ
ろ
う
。
長
さ
五
二

。
ニ
セ
ン
チ
、
幅
二
〇

・
三

セ
ン
チ
、
厚
さ
三

・
八
セ
ン
チ
あ
る
。

３７
は
鍬
の
破
損
品
。
復
元
す
れ
ば
長
さ
三
〇
セ
ン

チ
ほ
ど
に
な
ろ
う
。

３８
は
茄
子
型
鋤
先
の
一
部
で
、
カ
シ
類
を
材
と
し
て
い
る
。
現
存
す

る
長
さ
三
四

・
五
セ
ン
チ
、
幅
二

・
六
セ
ン
チ
、
厚
さ

一
・
四
セ
ン
チ
あ
る
。

３‐
は
小
孔

が
あ
る
が
材
は
鋤
鍬
類
に
み
ら
れ
る
カ
シ
類
で
は
な
く
、
容
器
の
蓋
か
も
し
れ
な
い
。

３９

は

一
〇

・
二
×
七

・
一
セ
ン
チ
、
厚
さ

一
・
四
セ
ン
チ
で
、

３８
の
一
部
と
思
わ
れ
る
。

２９
、

３０
は
箱
状
の
も
の
。

２９
は
現
存
す
る
長
さ
四

一
・
八
セ
ン
チ
、
幅

一
二

・
五
セ
ン

チ
、
厚
さ

一
・
○
セ
ン
チ
あ
る
。

３０
は
長
さ
二
四

・
三
セ
ン
チ
を
測
る
。

２９
に
は
外
面
に

紋
様
を
施
し
て
い
る
。
紋
様
は
接
近
し
て
ニ
ケ
所
に
あ
る
。
中
央
の
も
の
は
重
角
紋
を
二

つ
並
べ
、　
一
見
す
る
と
雷
紋
の
よ
う
に
み
え
る
。
紋
様
帯
は
長
さ
七

・
ニ
セ
ン
チ
、
幅
四
・

○
セ
ン
チ
あ
る
。
そ
の
右
に
あ
る
の
は
施
紋
途
中
で
中
止
し
た
よ
う
で
紋
様
と
し
て
完
成

し
て
い
な
い
。
こ
の
紋
様
は
大
原
郡
加
茂
町
加
茂
岩
倉
遺
跡
出
土
銅
鐸
群
の
う
ち
、
袈
裟

欅
紋
銅
鐸
の

一
〇
と
二
五
号
銅
鐸
の
重
角
紋
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
仙
〆

紋

様
が
あ
る
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
琴
の
よ
う
な
楽
器
も
想
定
さ
れ
る
。

な
お
、
第
１９
図
、
図
版
２‐
下
、
図
版
２２
に
あ
る
Ｓ
Ｒ
０
１
に
接
し
て
横
た
わ
る
径
五
〇

セ
ン
チ
ほ
ど
の
木
は
、
木
製
容
器
を
製
作
す
る
の
に
適
し
た
材
質
で
あ
り
、
水
中
貯
木
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
端
部
に
斧
痕
が
認
め
ら
れ
た
。
同
様
な
例
は
西
川
津

遺
跡
の
弥
生
時
代
前
期
に
あ
る
。

第
２２
図
は
上
層
出
土
の
木
製
品
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
廃
棄
さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
、
完

形
に
な
る
も
の
は
な
い
。
こ
の
う
ち
、
３
、
４
、
７
、
８
、

１３
は
大
足
の
部
品
で
あ
ろ
う
。

１
、
２
、
５
、
６
は
大
型
の
不
明
木
製
品
。
廃
棄
さ
れ
る
以
前
に
再
加
工
さ
れ
て
お
り
二

次
的
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
３
は
長
さ
五
四

・
七
セ
ン
チ
、
幅
四

。
一
セ
ン
チ
、

厚
さ
三

。
○
セ
ン
チ
で
、
両
端
部
を
欠
く
。
そ
の
う
ち
の
一
方
は
削
り
を
施
し
て
お
り
杭

に
転
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
貫
通
す
る
方
形
の
穴
は
六
ケ
所
確
認
で
き
る
。
４
は
３

と
同
様
で
あ
る
が
保
存
状
態
は
よ
く
な
い
。
３
と
４
は
対
に
な
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

７
と
８
は
台
形
の
板
状
を
呈
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
７
は
長
さ
二
九

・
九
セ
ン
チ
、
幅
五

・
四

セ
ン
チ
、
厚
さ

一
・
八
セ
ン
チ
、
８
は
長
さ
三
四

・
六
セ
ン
チ
、
幅
五

・
八
セ
ン
チ
、
厚

さ

一
。
一
セ
ン
チ
あ
る
。

１３
は
長
さ

一
七

・
八
セ
ン
チ
、
幅
二

・
四
セ
ン
チ
、
厚
さ
○

・

七
セ
ン
チ
を
測
る
。
１
は
長
さ

一
。
三
二
メ
ー
ト
ル
、
幅
○

。
二
四
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
二

セ
ン
チ
で
、
両
端
は
幅
が
狭
く
な
り
、
孔
が
あ
る
。
２
は
長
さ

一
一
三

・
四
セ
ン
チ
、
幅

五

・
八
セ
ン
チ
、
厚
さ
二

・
○
セ
ン
チ
を
測
り
、
細
長
い
板
状
の
も
の
で
あ
る
。　
一
方
は

削
り
を
施
し
尖
ら
せ
て
い
る
。
元
は
幅
の
広
い
板
状
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
５

は
現
存
す
る
長
さ
九

一
・
八
セ
ン
チ
、
幅
八

・
○
セ
ン
チ
、
厚
さ
四

・
八
セ
ン
チ
あ
る
。

三
ケ
所
の
孔
が
み
ら
れ
る
が
、
か
な
り
消
耗
さ
れ
て
お
り
、
元
は

一
一
・
四
×
三

・
四
セ

ン
チ
の
長
方
形
の
孔
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
梯
子
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
６
は
長

さ
六
二

・
ニ
セ
ン
チ
、
幅

一
一
・
○
セ
ン
チ
、
厚
さ
二

・
四
セ
ン
チ
の
板
状
の
木
製
品
で

あ
る
。　
一
端
は
破
損
し
て
い
る
が
、
反
対
側
の
端
は
Ｖ
字
状
に
加
工
さ
れ
、
方
形
の
小
孔

が
あ
る
。
９
は
太
刀
鞘
の

一
片
で
両
端
を
丸
く
再
加
工
し
て
い
る
。
長
さ
は

一
三
セ
ン
チ
、

幅
は
三

・
一
セ
ン
チ
あ
る
。

‐０
、

‐１
、

‐２
は
材
質
や
形
態
は
異
な
る
が
中
ほ
ど
が
く
び
れ
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。

１０

・
■
は
ツ
チ
ノ
コ
の
可
能
性
が
あ
る
。

１０
は
長
さ

一
一
・
八
セ
ン
チ
、
幅
三

・
四
セ
ン

チ
で
あ
る
。
■
は
長
さ

一
一
・
六
セ
ン
チ
、
幅
三

・
四
セ
ン
チ
、
厚
さ

一
・
一
セ
ン
チ
あ

る
完
形
品
。
樹
皮
を
材
と
し
て
い
る
。

１２
は
厚
さ
二

・
五
セ
ン
チ
あ
る
。

１４
、

‐５
は
箸
状
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一

の
も
の
。
そ
れ
ぞ
れ
、
長
さ
九

・
八
セ
ン
チ
と
八

・
八
セ
ン
チ
あ
る
。

１６
は
曲
物
の
底
蓋

で
厚
さ
○

・
七
セ
ン
チ
あ
る
。

１７
、

‐８
は
漆
塗
り
椀
で
あ
る
。

１７
は
口
径

一
〇

・
○
セ
ン

チ
ほ
ど
に
復
元
さ
れ
、
風
化
が
す
す
ん
で
お
り
保
存
状
態
は
悪
い
が
、
外
面
に
は
赤
漆
の

痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

１８
は
高
台
付
椀
で
、
内
外
面
に
黒
漆
が
塗
ら
れ
る
。
こ
れ
以
外
に

も
写
真
図
版
２２
卜
‐９
が
出
土
し
た
。
黒
漆
の
上
か
ら
赤
漆
で
紋
様
が
描
か
れ
て
い
る
。

第
２３
図
は
第
１
調
査
区
出
上
の
石
器
、
及
び
上
層
と
表
土
か
ら
出
上
の
遺
物
で
あ
る
。

１
は
下
層
の
石
組
遺
構
の
中
に
混
在
し
て
い
た
も
の
で
、
四

・
七
×
四

・
○
セ
ン
チ
、
厚

さ

一
・
一
セ
ン
チ
の
玉
髄
の
剥
片
で
あ
る
。
重
量
は
三
三

・
八

一
グ
ラ
ム
を
量
る
。
２
は

∩
――――
膠

∩
日

∪

ｌ
Ａ

Ｈ
日

Ⅵ
Ｎ

　

　

‐‐

‐玲

‐
全

‐，‐‐‐‐

―

巨 曰

―

CllD

_13 cIIIH 1 6

＼ |ノ
17

ヽ

凸

Ｗ

／

m l。

回側―
12

~‖ ~15

上
層
に
混
在
し
て
い
た
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
剥
片
で
あ
る
。
五

・
八
×
四

・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ

○

・
四
五
セ
ン
チ
で

一
五

・
○
○
グ
ラ
ム
を
量
る
。

１５
も
下
層
の
石
組
遺
構
の
中
に
混
在

し
て
い
た
円
柱
状
の
石
で
、
長
さ

一
〇
セ
ン
チ
、
径
九

・
○
セ
ン
チ
、
重
量
は

一
二
七

一
・

三
七
グ
ラ
ム
を
量
る
。
石
器
石
材
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
掲
げ
て
お
く
。
３
は
長
さ
三

・

一
セ
ン
チ
、
厚
さ
○

・
五
セ
ン
チ
の
黒
曜
石
製
石
鏃
で
あ
る
。
二

・
六

一
グ
ラ
ム
あ
る
。

４
は
長
さ
二

・
三
セ
ン
チ
、
厚
さ
○

・
四
セ
ン
チ
の
黒
曜
石
製
石
鏃
で
あ
る
。　
一
・
五
四

グ
ラ
ム
あ
る
。
５
～
７
は
土
錘
で
あ
る
。
５
は
中
型
サ
イ
ズ
の
土
錘
で
、
現
長
三

・
六
セ

ン
チ
、
径
二

・
三
セ
ン
チ
あ
る
が
、
元
は
長
さ
六
セ
ン
チ
ほ
ど
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

1

Ｋ

〓

――

日

胎
勿

7÷ 8 14

第22図  Ⅲ区 出土遺物(3)
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第24図  Ⅲ区 ‖1区 第 2調査区

破
片
で
の
重
量
は
六

・
九
グ
ラ
ム
あ
る
。
６
は
長

さ
三

上
ハ
セ
ン
チ
、
径

一
・
○
セ
ン
チ
、
重
良暑

Ｔ

二
五
グ
ラ
ム
あ
る
。
７
は

一
部
を
欠
く
が
、
現
長

〓
Ｔ

五
セ
ン
チ
、
径

一
・
○
セ
ン
チ
、
重
曇

一下

五
四
グ
ラ
ム
を
量
る
。
い
ず
れ
も
形
態
は
異
な
る

が
、
胎
土
は
緻
密
で
、
中
世
以
降
の
刺
網
の
沈
子

で
あ
る
。
８
～
１１
は
上
層
出
土
の
律
令
期
の
須
恵

器
で
あ
る
。
８
は
最
大
径

一
四

・
八
セ
ン
チ
の
内

面
に
か
え
し
の
あ
る
蓋
。
９
～
１１
は
高
台
付
の
椀

型
郭
で
、
外
面
底
部
に
回
転
糸
切
痕
が
あ
る
。

１３
、

‐４
も
上
層
の
出
土
で
あ
る
。

１３
は
口
径

一
七

・
六

セ
ン
チ
の
古
墳
時
代
の
土
師
器
郭
で
あ
る
。
内
面

に
は
放
射
状
の
暗
紋
が
あ
る
。

１４
は
外
面
に
格
子

状
の
叩
き
痕
の
あ
る
陶
器
で
あ
る
。

第
２
調
査
区
は
ほ
と
ん
ど
大
小
の
石
の
み
の
層

が
厚
く
体
積
し
て
お
り
、
そ
の
西
側
は
本
庄
川
に

接
し
て
い
る
。
表
土
は
こ
れ
ら
の
瓦
礫
層
の
上
に

薄
く
盛
土
し
た
状
態
の
耕
作
土
で
あ
る
。
耕
作
土

の
下
の
瓦
礫
層
を

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
掘
り
下
げ
た

と
こ
ろ
で
、
北
西
か
ら
南
東
に
向
か
う
三
ケ
所
の

微
砂
粒
を
含
む
粘
土
層
が
検
出
さ
れ
た

（第
２４
図
）。

こ
の
粘
土
層
は
薄
い
と
こ
ろ
で
三
セ
ン
チ
、
厚
い

と
こ
ろ
で
二
〇
セ
ン
チ
あ
り
、
瓦
礫
層
に
挟
ま
れ
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る
か
た
ち
と
な

っ
て
い
る
。
瓦
礫
層
の
中
か
ら
は
弥
生
土
器
、
須
恵
器
、
土
師
器
、
中

・

近
世
遺
物
が
出
土
し
た

（第
２５
図
）
。
こ
の
粘
土
層
は
第
１
調
査
区
や
第
３
調
査
区
の
中

。

近
世
層
と
ほ
ぼ
高
さ
が
等
し
い
の
で
、
そ
の
こ
ろ
の
水
田
か
畑
の
耕
作
土
と
考
え
ら
れ
る
。

第
３
調
査
区
は
第
１
調
査
区
の
東
側
に
南
北

一
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
ニ
メ
ー
ト
ル
の
調
査

区
を
設
定
し
た
。
そ
の
結
果
、
遺
構
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
が
、
土
層
内
か
ら
は
弥
生
時

代
～
中

。
近
世
遺
物
が
出
土
し
た
。
ま
た
、
周
辺
か
ら
も
ほ
ぼ
同
様
な
遺
物
が
出
土
し
た

（第
２５
図
）
。

第
２５
図
１
は
弥
生
土
器
の
底
部
で
あ
る
。
２
、
３
、
４
、
８
は
古
墳
時
代
の
須
恵
器
で

あ
る
。
２
は
口
径

一
三

・
八
セ
ン
チ
あ
る
。
３
は
高
郭
。
４
は
小
型
化
し
た
蓋
郭
。
８
は

２
～
４
に
先
行
す
る
高
界
の
脚
部
で
、
そ
の
端
部
は
内
側
に
巻
く
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。

同
様
な
資
料
は
平
成
八
年
度
調
査
区
で
も
出
土
し
て
い
る
。

１７
は
古
墳
時
代
の
土
師
器
で

あ
る
。
高
界
の
脚
部
で
現
存
部
は
六

・
七
セ
ン
チ
あ
る
。
５

●
６
は
律
令
期
の
須
恵
器
の

郭
で
あ
る
。
無
高
台
で
外
面
底
部
に
糸
切
痕
が
あ
る
。
７
、
９
、

１０
は
中

・
近
世
の
上
師

質
土
器
で
あ
る
。

１０
は
回
径
九

・
ニ
セ
ン
チ
、
器
高

一
・
八
セ
ン
チ
あ
る
。

１１
は

一
二
～

一
三
世
紀
ご
ろ
の
中
国
製
白
磁
片
、
、

１２
は

一
六
世
紀
ご
ろ
の
中
国
製
染
付
で
、
割
れ
日

に
漆
の
付
着
が
あ
る
。

１３
、

‐４
は
瓦
質
土
器
で
あ
る
。

１３
は
口
径
二
六

・
八
セ
ン
チ
、
最

大
径
は
二
九

・
○
セ
ン
チ
に
復
元
さ
れ
る
。
内
外
面
と
も
指
頭
圧
痕
と
ハ
ケ
ロ
調
整
痕
が

み
ら
れ
る
。

１４
は
胎
土
、
焼
成
、
調
整
が
１３
に
同
じ
で
あ
る
が
、
日
径

一
一
・
八
セ
ン
チ
、

最
大
径

一
五

・
○
セ
ン
チ
と
小
型
で
あ
る
。
日
縁
部
は
内
傾
す
る
。

‐８
～
２０
は
土
錘
で
あ
る
。

１８
は
長
さ
五

・
一
セ
ン
チ
、
径
二

・
三
セ
ン
チ
と
中
型
の
上

錘
で
、
重
量
は
二
五

・
三

一
グ
ラ
ム
を
量
る
完
形
品
で
あ
る
。

１９
は

一
部
を
欠
く
が
、
現

存
す
る
長
さ
二

・
○
セ
ン
チ
、
径
○

・
九
セ
ン
チ
で
、　
一
二
二
一
グ
ラ
ム
あ
る
。

２０
は
長

さ
三

・
五
セ
ン
チ
、
径
○

・
九
セ
ン
チ
の
完
形
品
で
、　
一
・
七
三
グ
ラ
ム
あ
る
。
い
ず
れ

も
、
刺
網
の
沈
子
で
あ
る
が
、

１８
は
い
わ
ゆ
る
マ
ス
網
の
道
網
の
沈
子
の
可
能
性
も
あ
る
。

２‐
は
淡
緑
色
の
石
製
の
垂
飾
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
長
さ
三

・
○
セ
ン
チ
、
幅

一
・

六
セ
ン
チ
、
厚
さ
○

。
九
セ
ン
チ
あ
る
。
中
央
に
両
面
穿
孔
し
た
小
孔
が
あ
る
。
重
量
は

五

。
四

一
グ
ラ
ム
を
量
る
。
縄
文
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
島
根
県
内
で
は
匹
見
町
水

田
ノ
上
Ａ
遺
跡
に
類
例
が
あ
る
。

２２
は
文
字
は
判
読
で
き
な
い
が
宗
銭
で
、　
一
・
八
六
グ

ラ
ム
あ
る
。

２３
は
長
さ
七

。
一
セ
ン
チ
、
重
量

一
四

・
七
八
グ
ラ
ム
を
量
る
煙
管
。

総
じ
て
Ⅲ
区
で
は
、
弥
生
時
代
後
期
ま
で
は
自
然
地
形
に
規
制
さ
れ
た
土
地
利
用
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
中
世
～
近
世
に
は
積
極
的
に
可
耕
地
開
発
が
行
わ
れ
て
き
た
と
推
定
さ
れ

ＺＯ
。注

１
、
内
田
律
雄

。
大
谷
工
徳

・
松
沢
亜
生

「島
根

・
松
江
市
新
庄
町
新
川
発
見
の
ル
ヴ

ァ

ロ
ア
型
尖
頭
器
」
『
旧
石
器
考
古
学
』
四
六
　
一
九
九
二

２
、
本
庄
川
流
域
に
の
こ
る
条
里
以
降
の
仮
坪
付
番
号
に
よ
る
。
岩
本
次
郎

「本
庄
川
流

域
平
野
部
の
条
里
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
」
『
本
庄
川
流
域
条
里
遺
跡
』
島
根
県
教
育
委
員

会
　
一
九
九
七

３
、
有
舌
尖
頭
器
、
松
江
市
教
育
委
員
会
調
査
。

４
、
内
田
律
雄

『本
庄
川
流
域
条
里
遺
跡
』
島
根
県
教
育
委
員
会
　
一
九
九
七

５
、
内
田
律
雄

『朝
酌
川
河
川
改
修
工
事
に
伴
う
西
川
津
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書

（海
崎

地
区
１
産

Ⅲ
　
一
九
八
七

６
、
岡
崎
雄
二
郎

・
原
田
律
夫

。
松
本
岩
雄

「出
雲
国
に
お
け
る
同
抱
鏡
の
新
例
―
島
根

県
八
日
山

一
号
墳
を
め
ぐ
る
二

。
三
の
問
題
―
」
『
考
古
学
雑
誌
』
第
六
十
三
巻
　
第
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一四
号
　
一
九
九
八

７
、
同
場
整
備
中
に
出
土
。

３
、
圃
場
整
備
中
に
出
土
。

９
、
『松
江
北
東
部
遺
跡‐
発
掘
調
査
概
報
―
本
庄
川
流
域
条
里
制
遺
跡

・
的
場
遺
跡
―
』

松
江
市
教
育
委
員
会
　
一
九
九
〇

１０
、
内
田
律
雄

司朝
酌
川
河
川
改
修
■
事
に
伴
う
西
川
津
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書

（海
崎

地
区
３
運

Ｖ
　
一
九
八
九

１１
、
島
根
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
で
実
見
。

‐２
、
注
１０
。

‐３
、
渡
辺
友
千
代

『水
田
ノ
上
Ａ
遺
跡

・
長
グ
ロ
遺
跡

・
下
正
ノ
田
遺
跡
』
匹
見
町
教
育

委
員
会
　
一
九
九
二
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第
二
章
　
本
庄
川
流
域
の
石
塔
等

平
成
九
年
度
調
査
の
石
塔
等
の
報
告
を
す
る
。

一
、
川
部

（か
わ
べ
）
福
田
寺
阿
弥
陀
堂
の
石
塔

・
石
仏

（上
本
庄
町
川
部
）

１
石
仏
　
石
質
は
来
待
石
に
似
て
い
る
が
、
来
待
石
で
は
な
い
よ
う
だ
。
肩
の
所
か
ら

欠
損
し
て
頭
部
は
無
い
。
現
存
部
分
も
胴
の
中
程
か
ら
二
つ
に
割
れ
て
い
る
。
衣
紋

と
、
足
先
の
彫
出
が
見
え
る
。
外
縁
分
下
部
に
は
蓮
の
花
、
左
側
に
は
四
字
程
度
の

字
が
見
え
る
。
下
三
字
は

「
二
日
」
と
も
読
め
る
が

「吉
日
」
か
も
し
れ
な
い
。

２
宝
筐
印
塔
笠
部
　
上
部
の
ほ
ぞ
穴
は
円
形
。
来
待
石
に
似
た
石
質
だ
が
来
待
石
よ
り

堅
そ
う
な
石
で
、
割
れ
方
も
来
待
石
と
は
違
う
よ
う
だ
。
底
部
に
は
、
ほ
ぞ
も
ほ
ぞ

穴
も
見
え
な
い
。

３
宝
筐
印
塔
笠
部
　
上
部
の
ほ
ぞ
穴
は
四
角
形
。
下
部
の
段
の
カ
ー
ブ
が
特
徴
的
で
あ

る
。
時
期
的
に
も
、
こ
の
種
類
の
も
の
の
時
期
は
か
な
り
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
見
当
を

つ
け
て
い
る
が
、
正
確
な
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
も
来
待
石

に
似
た
凝
灰
岩
質
の
も
の
で
あ
る
。

４
宝
佐
印
塔
基
礎
部
　
中
は
埋
納
の
た
め
か
大
き
く
穿
た
れ
て
い
る
。
ノ
ミ
痕
は
、
穴

の
底
は
粗
く
残
り
、
側
面
は
さ
ほ
ど
で
も
な
い
。
石
質
は
１
～
３
と
同
様
で
あ
る
。

５
五
輪
塔
水
輪
部
　
４
の
上
に
乗
せ
て
あ
る
。
石
質
は
１
～
４
と
同
様
と
見
え
る
。

以
上
の
石
塔

・
石
仏
が
阿
弥
陀
堂
の
横
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
い
年
代
は
わ
か
ら

今
岡
　
稔

十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
、
横
枕
橋
付
近
の
石
仏

（上
本
庄
町
）

今
は
耕
地
整
備
事
業
の
た
め
に
北
へ
何
十
メ
ー
ト
ル
か
移
動
さ
れ
て
い
る
が
、
元
は
横

枕
橋
の
た
も
と
に
あ
っ
た
と
い
う
。
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）
と
紀
年
の
彫
ら
れ
た
石
祠

に
入

っ
て
い
る
石
仏
は
、
左
手
に
宝
珠
を
持

っ
て
い
る
の
で
お
地
蔵
様
だ
ろ
う
か
。
石
祠

も
石
仏
も
来
待
石
製
で
あ
る
。
石
仏
の
台
座
も
来
待
石
か
も
し
れ
な
い
。
石
祠
下
の
合
石

も
元
々
は
来
待
石
だ

っ
た
と
思
う
が
、
今
は
来
待
石
よ
り
ず

っ
と
堅
い
質
の
自
然
石
で
あ

る
。
石
祠
横
の
石
仏
も
堅
い
質
の
石
に
彫
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

石
祠
は
屋
根
の
上
の
宝
珠
が
欠
損
し
て
い
る
。
屋
根
の
直
上
の
段
は
四
角
で
、
そ
の
上

の
段
は
円
形
で
あ
る
。

三
、
木
並

（き
な
み
）
の
石
仏

・
木
仏

（上
本
庄
町
木
並
）

石
祠
に
は
高
延
元
年

（
一
八
六
〇
）
の
紀
年
が
彫
ら
れ
、
中
に
木
仏
が
安
置
さ
れ
て
い

る
。
台
座

（？
）
二
枚
も
木
製
で
あ
る
。
木
仏
の
右
手
は
欠
け
て
い
る
。
石
祠
は
来
待
石

製
で
、
台
石
に
は
浅
い
彫
り
込
み
が
あ

っ
て
、
上
の
壁
部
分
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

フ④
。

な
寺ヽ

が
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‐―
、久
良
弥

′
ネ申
牡

第27図 久良弥神社付近古墓

石
祠
横
の
石
仏
は
、
い
ず
れ
も
胴
部
半
ば
か
ら
と
、
頭
部
か
ら
欠
損
し
て
い
る
が
、
来

待
石
製
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同

一
規
格
の
も
の
で
あ
る
。
足
先
を
彫
出
す
る
点
で
は
、
最
初
に

紹
介
し
た
福
田
寺
阿
弥
陀
堂
の
石
仏
も
同
様
で
、
規
格
も
同
様
で
あ
る
こ
と
は
注
意
し
た

い
。

四
、
上
松

（う
え
ま
つ
）
古
墓

（邑
生
町
）

丘
陵
先
端
部
に
、
土
塁
と
溝
に
か
こ
ま
れ
た

一
辺
９
メ
ー
ト
ル
の
区
画
が
作
ら
れ
、
中

央
に
五
輪
塔

・
石
仏
が
あ
る
。

１
五
輪
塔
　
地
輪
部
に
は
、
石
の
節
理
か
横
に
筋
が
入
る
。
火
輪
部
は
凸
凹
の
ア
バ
タ

の
あ
る
石
質
で
あ
る
。
安
山
岩
の
系
統
の
石
か
。
ほ
ぞ
穴
は
、
四
角
と
も
円
形
と
も

決
め
が
た
い
。
空
風
輪
部
に
は
短
い
縦
の
筋
が
目
立

つ
。
こ
れ
も
、
火
輪
部
同
様
安

山
岩
系
の
石
材
か
。

２
五
輪
塔
　
地
輪
部
は
風
化
が
激
し
く
、
元
の
サ
イ
ズ
も
不
確
か
だ
が
、
た
ぶ
ん
地
輪

だ
ろ
う
。
火
輪
部
の
ほ
ぞ
穴
は
円
形
。
火
輪
の
石
質
は
、
安
山
岩
系
の
石
か
。

３
五
輪
塔
　
火
輪
部
の
ほ
ぞ
穴
は
円
形
。
空
風
輪
部
は
、
ほ
ぞ
の
取
れ
た
跡
が
あ
る
。

火
輪
部
の
ほ
ぞ
穴
径
は
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
で
、
空
風
輪
部
は
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
位
な
の
で
、
こ
れ
は
確
実
に
セ
ッ
ト
に
な
ら
な
い
。

４
石
仏
　
来
待
石
製
で
、
こ
れ
も
足
先
を
彫
出
し
て
い
る
。
規
格
は
、
木
並
の
も
の
と

は
違
う
よ
う
だ
。
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五
、
久
良
弥

（く
ら
み
）
神
社
西
側
丘
陵
の
古
墓

（新
庄
町
）

丘
陵
先
端
部
に
、
高
さ

一
メ
ー
ト
ル
強
、
径
六
～
七
メ
ー
ト
ル
の
古
墓
が
あ
る
。
墳
丘

上
に
は
、
割
り
石
が
散
乱
し
て
い
る
。
周
囲
に
は
溝
か
平
坦
地
が
あ
る
。

な
お
、
古
墓
の
背
後
の
丘
陵
に
は
、
か
な
り
細
長
く
平
坦
地
が
続
く
が
、
ほ
か
に
墳
丘

は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

六
、
お
わ
り
に

石
塔
等
は
、
葬
送
と
か
供
養
に
関
連
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　

前
回
に
報

告
し
た

「松
田
廟
」
は
、
本
庄
川
流
域
の
石
塔
の
中
で
も
大
型
の
も
の
で
石
質
も
良
い
も

の
で
あ
る
。
県
内
の
似
た
形

（時
期
）
の
例
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
本
庄
川
流
域
の
有
力
者

個
人
の
力
で
建
て
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
、
コ

結
衆
」
な
ど
共
同
出
資
に
よ
る
建
立
の
可

能
性
を
考
え
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
庄
川
流
域
程
度
を
範
囲
と
す
る
ム
ラ
の
存
在

が

「松
田
廟
」
の
バ
ッ
ク
に
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
が
、
少
な
く
と
も
十
六
～
七
世
紀
に
な
る
と
、
現
在
の
邑
生
町

・
上
本
庄
町

・
新

庄
町
の
よ
う
な
、
さ
ら
に
細
か
い
葬
送

・
供
養
の
単
位
の
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
石
塔
等

か
ら
推
定
さ
れ
る
。
石
祠
の
お
地
蔵
様
の
存
在
な
ど
は
、
こ
の
小
さ
な
ム
ラ
と
ム
ラ
の
境

を
示
し
た
も
の
で
あ

っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

各
地
で
、
石
塔
等
の
悉
皆
調
査
が
進
め
ば
、
こ
れ
を
も
と
に
も

っ
と
徹
底
し
た
議
論
が

期
待
出
来
よ
う
。
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第
四
章
　
本
庄
川
流
域
条
里
遺
跡
発
掘
調
査
に
伴
う
花
粉
分
析

は
じ
め
に

本
庄
川
流
域
条
里
遺
跡
は
、
島
根
県
東
部
の
松
江
市
上
本
庄
町
地
内
に
分
布
し
、
北
山

山
地
の
枕
木
山
西
側
に
源
流
を
持

つ
本
庄
川
の
扇
状
地
上
に
立
地
す
る
遺
跡
で
あ
る
。

本
報
は
、
島
根
県
教
育
委
員
会
が
遺
跡
周
辺
地
域
で
の
古
植
生
の
推
定
を
行
う
た
め
に
、

川
崎
地
質
株
式
会
社
に
委
託
し
て
実
施
し
た
分
析
報
告
書
の
概
報
で
あ
る
。

試
料
に
つ
い
て

平
成
八
年
度
調
査
区

（図
１
）
の
Ⅲ
ｌ
、
２
区
内
の
３
地
点

（図
２
、
３
）
に
お
い
て
、

川
崎
地
質
株
式
会
社
が
試
料
を
採
取
し
た
。

各
地
点
の
柱
状
図
お
よ
び
試
料
採
取
層
準
を
図
４
～
６
の
花
粉
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
左
側
に

示
す
。

分
析
方
法
お
よ
び
分
析
結
果

（
一
）
分
析
方
法

花
粉
分
析
処
理
は
、
渡
辺

（
一
九
九
五
）
に
従

っ
て
実
施
し
た
。
顕
微
鏡
観
察
は
光
学

顕
微
鏡
を
使
用
し
、
通
常
四
百
倍
で
、
必
要
に
応
じ
六
百
倍
あ
る
い
は
千
倍
を
用
い
て
行

っ

渡

辺

正

巳

た
。
ま
た
、
原
則
的
に
木
本
花
粉
化
石
総
数
が
三
百
個
体
以
上
に
な
る
ま
で
同
定
を
行
い
、

同
時
に
検
出
さ
れ
る
草
本
花
粉
も
同
定
し
た
。
し
か
し
、　
一
部
の
試
料
に
つ
い
て
は
、
花

粉
化
石
の
合
有
量
が
少
な
か

っ
た
た
め
に
、
木
本
花
粉
化
石
総
数
で
二
百
個
体
を
越
え
る

こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

（
二
）
分
析
結
果

分
析
結
果
を
図
４
～
６
の
花
粉
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
に
示
す
。
花
粉
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
で
は
、

同
定
し
た
木
本
花
粉
化
石
総
数
を
基
数
に
し
た
百
分
率
を
、
各
々
の
木
本
花
粉
、
草
本
花

粉
に
つ
い
て
算
出
し
、
ス
ペ
ク
ト
ル
で
表
し
た
。

考
察

全

）
花
粉
分
帯

花
粉
分
析
結
果
、
お
よ
び
発
掘
担
当
者
か
ら
御
教
授
い
た
だ
い
た
推
定
堆
積
年
代
を
も

と
に
、
花
粉
分
帯
を
行

っ
た
。
以
下
で
は
、
花
粉
組
成
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

下
位
か
ら
上
位
に
向
け
て
記
載
す
る
。
ま
た
試
料
配
も
下
位
か
ら
上
位
に
向
か
っ
て
記
し

た
。Ⅱ

帯

（
Ｓ
Ｄ
０
６
試
料
ｈ
５
～
１
）

特
二
局
率
を
示
す
種
類
は
な
い
が
、

マ
ツ
属

（複
維
管
束
亜
属
）
、

ス
ギ
属
、
シ
ォ
ノ
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キ
属
―

マ
テ
バ
シ
イ
属
、
ア
カ
ガ
シ
亜
属
、

コ
ナ
ラ
亜
属
が
他
の
種
類
に
比
べ
高
い
出
現

率
を
示
す
。

Ｉ
帯

（北
東
壁
試
料
ｈ
７
～
１
、
北
西
壁
試
料
ｈ
７
～
１
）

マ
ツ
属

（複
維
管
束
亜
属
）
、
ス
ギ
属
が
他
の
種
類
に
比
べ
高
い
出
現
率
を
示
す
ほ
か
、

モ
ミ
属
、
シ
イ
ノ
キ
属
―

マ
テ
バ
ン
イ
属
、
コ
ナ
ラ
亜
属
、
ア
カ
ガ
シ
亜
属
も
他
の
種
類

に
比
べ
や
や
高
い
出
現
率
を
示
す
。

ま
た
試
料
陥
１
～
４
で
は
、
下
位
の
試
料
ｈ
５
～
７
に
比
ベ
ス
ギ
属
が
や
や
高
率
に
、

マ
ツ
属

（複
維
管
束
亜
属
）
が
や
や
低
率
に
な
る
こ
と
か
ら
、
下
位
を
ｂ
亜
帯

（北
東
壁

試
料
ｈ
７
～
５
、
北
西
壁
試
料
血
７
～
４
）
、
上
位
を
ａ
亜
帯

（北
東
壁
試
料
陥
４
～
１
、

北
西
壁
試
料
血
３
～
１
）
と
し
た
。

（
二
）
他
地
点
と
の
比
較
と
推
定
年
代

一
推
定
年
代

以
下
に
示
す
考
古
学
的
所
見
は
、
す
べ
て
島
根
県
教
育
委
員
会

（
一
九
九
七
）
を
要
約

し
た
も
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

今
回
の
調
査
地
点
の
う
ち
、
Ｓ
Ｄ
０
６
は
Ⅲ
２
区
で
検
出
さ
れ
た
旧
河
道
と
考
え
ら
れ

る
溝
状
遺
構

（Ｓ
Ｄ
０
６
）
内
に
あ
る
。
ま
た
、
遺
構
内
お
よ
び
周
辺
か
ら
古
墳
時
代
の

須
恵
器
、
土
師
器
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
０
６
で
得
ら
れ
た

試
料
は
古
墳
時
代
に
堆
積
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

北
東
壁
、
北
西
壁
の
各
試
料
は
、
い
ず
れ
も
Ⅲ
ｌ
区
で
検
出
さ
れ
た
池
状
遺
構
か
ら
得

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
遺
構
内
か
ら
は
古
墳
時
代
以
降
、
中
世
頃
ま
で
の
須
恵
器
、
土
師

器
が
検
出
さ
れ
る
。
下
位
ほ
ど
古
い
時
期
の
遺
物
を
含
む
こ
と
か
ら
、
成
層
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
北
東
壁
、
北
西
壁
の
各
試
料
と
も
、
古
墳
時
代
以

降
、
中
世
頃
ま
で
に
連
続
し
て
堆
積
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二
他
地
点
と
の
対
比

本
調
査
地
の
東
側
に
は
、
標
高
四
十
メ
ー
ト
ル
程
度
の
尾
根
を
分
水
嶺
に
朝
酌
川
が
流

れ
る
。
隣
接
す
る
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
朝
酌
川
流
域
で
得
ら
れ
る
花
粉
組
成
と
本
調

査
地
で
得
ら
れ
る
花
粉
組
成
に
は
共
通
点
が
多
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

朝
酌
川
流
域
で
は

一
九
七
九
年
以
降
、
下
流
域
の
タ
テ
チ
ョ
ウ
遺
跡
、
原
の
前
遺
跡
、

西
川
津
遺
跡
で
花
粉
分
析
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
き
た

（例
え
ば
大
西

，
一
九
七
九
）
。

今
回
は
、
従
来
の
成
果
を
ま
と
め
た
大
西

・
渡
辺

（
一
九
八
七
）
（
イ
ネ
科
花
粉
帯
お

よ
び
、
細
分
し
た
４
亜
帯
が
こ
の
論
文
で
設
定
さ
れ
た
。
し
か
し
後
に
、
大
西
ほ
か

（
一

九
九
〇
）
に
よ
り
、
典
型
亜
帯
を
カ
シ
・
ナ
ラ
亜
帯
と
亜
帯
名
の
変
更
が
行
わ
れ
た
。
）

と
、
本
調
査
地
点
の
分
析
結
果
を
対
比
す
る
。

Ⅱ
帯

（Ｓ
Ｄ
０
６
試
料
血
５
～
１
）

前
述
の
よ
う
に
Ⅱ
帯
で
は
卓
越
し
た
出
現
率
を
示
す
種
類
が
存
在
せ
ず
、
マ
ツ
属

（複

維
管
束
亜
属
）
、
ス
ギ
属
、
シ
イ
ノ
キ
属
―
マ
テ
バ
シ
イ
属
、
ア
カ
ガ
シ
亜
属
、

コ
ナ
ラ

亜
属
が
そ
れ
ぞ
れ
十
～
二
十
％
程
度
の
出
現
率
で
検
出
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
花
粉
組
成
は
大
西

・
渡
辺

（
一九
八
七
）
で
は
イ
ネ
科
花
粉
帯
典
型
亜
帯

（後
に
大
西

ほ
か

（
一
九
九
〇
）
に
よ
り
、
イ
ネ
科
花
粉
帯
カ
シ
・
ナ
ラ
亜
帯
と
名
称
の
変
更
が
行
わ

れ
た
。
し
か
し
、
本
報
告
書
で
は
以
下
も
典
型
亜
帯
と
す
る
。
）
で
認
め
ら
れ
、
お
お
よ

そ
古
墳
時
代
～
中
世

（紀
元
千
五
百
年
頃
）
の
植
生
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い

た
。し

た
が
っ
て
、
今
回
の
Ⅱ
帯
層
準
が
古
墳
時
代
に
堆
積
し
た
と
い
う
仮
定
と

一
致
し
た
。

Ｉ
帯

（北
東
壁
試
料
ｈ
７
～
１
、
北
西
壁
試
料
配
７
～
１
）

Ⅱ
帯
に
比
ベ
マ
ツ
属

（複
維
管
束
亜
属
）
の
出
現
率
が
高
く
な
る
も
の
の
、
ス
ギ
属
の
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出
現
率
も
同
様
に
高
く
な
り
、
む
し
ろ
上
部
で
は
ス
ギ
属
の
出
現
率
が
マ
ツ
属

（複
維
管

束
亜
属
）
の
出
現
率
を
上
回
る
。
さ
ら
に
Ｉ
帯
の
認
め
ら
れ
る
池
状
遺
構
と
Ⅱ
帯
の
認
め

ら
れ
る
Ｓ
Ｄ
０
６
に
は
、
堆
積
環
境
に
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
、
近
く
に
生
育
し
て
い
た

ア
カ
マ
ツ
が
過
大
に
評
価
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

Ｉ
帯
は
、

マ
ツ
属

（複
維
管
束
亜
属
）
の
出
現
率
の
み
か
ら
は
マ
ツ
亜
帯
に
対
応
す
る

よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
上
述
の
よ
う
な
事
柄
か
ら
、

マ
ツ
亜
帯
の
特
徴
で
あ
る

「
マ
ツ

属

（複
維
管
束
亜
属
）
の
卓
越
」
が
あ
る
と
は
認
め
難
く
、
下
位
の
典
型
亜
帯
に
対
応
す

る
可
能
性
が
強
い
。

Ｉ
帯
を
、
Ⅱ
帯
と
同
様
に
典
型
亜
帯
と
し
た
場
合
、
Ｉ
帯
層
準
が
古
墳
時
代
か
ら
中
世

に
堆
積
し
た
と
い
う
仮
定
と

一
致
し
た
。

（三
）
古
環
境
変
遷

以
下
に
各
花
粉
帯
毎
に
古
植
生
を
中
心
と
し
た
古
環
境
の
復
元
を
試
み
た
。

Ⅱ
帯
期

（古
墳
時
代
）

遺
跡
背
後
の
北
山
山
地
に
は
、
現
在
の
潜
在
植
生
と
同
じ
シ
イ

・
カ
シ
林
が
分
布
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
構
成
種
に
は
、
現
在
枕
木
山
で
自
生
し
て
い
る
モ

ミ
や
、
現
在
周
辺
で
自
生
種
の
認
め
ら
れ
な
い
ス
ギ
な
ど
の
針
葉
樹
も
含
ま
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
丘
陵
部
で
人
手
の
加
わ
っ
た
場
所
は
、
ア
カ
マ
ツ
、

コ
ナ
ラ
類
、
シ
デ
類

な
ど
を
要
素
と
す
る
針
広
混
清
林

（
い
わ
ゆ
る
里
山
）
で
覆
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

イ
ネ
科

（
四
十
ミ
ク
ロ
ン
以
上
）
の
出
現
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
０
６
の
流
域
で

水
田
が
営
ま
れ
て
い
た
可
能
性
指
摘
で
き
，る
。
し
か
し
、
同
時
に
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
、
イ

ネ
科

（
四
十
ミ
ク
ロ
ン
未
満
）
も
高
い
出
現
率
を
示
し
、
川
岸
あ
る
い
は
、
周
辺
の
荒
れ

地
の
雑
草
に
由
来
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

Ｓ
Ｄ
０
６
の
周
辺
の
微
高
地

（周
辺
が
水
田
化
し
て
い
た
と
す
れ
ば
畦
な
ど
）
に
は
、

ヨ
モ
ギ
類
の
ほ
か
、
他
の
キ
ク
科
や
、
キ
ン
ポ
ウ
ゲ

（以
下
、
科
名
で
は
な
く
各
々
の
代

表
的
な
種
を
示
す
。
）
、
ナ
ズ
ナ
、
ナ
デ
シ
ヨ
、
ア
カ
ザ
、
タ
デ
な
ど
の
草
が
生
育
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
Ｓ
Ｄ
０
６
内
や
、
流
れ
込
む
小
河
川
沿
い

（あ
る
い
は
水
田
内
）
に
は
、
オ
モ
ダ

カ
や
、
セ
リ
、
キ
カ
シ
グ
サ
な
ど
の
水
草
が
生
育
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｉ
帯
期

（古
墳
時
代
～
中
世
）

マ
ツ
属

（複
維
管
束
亜
属
）
花
粉
の
出
現
率
が
Ⅱ
帯
期
と
比
べ
や
や
高
く
な
り
、
丘
陵

部
で
の
ア
カ
マ
ツ
林
の
拡
大
を
示
唆
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
帯
の
花
粉
組
成

は

（閉
鎖
的
？
）
な
池
状
遺
構
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
最
下
部
も
Ⅱ
帯
期
と

重
複
す
る
事
か
ら
、
上
流
域
の
北
山
山
地
か
ら
の
影
響
は
少
な
く
、
よ
り
狭
い
範
囲
の
植

生
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
Ⅱ
帯
期
と
同
様
に
、
遺
跡
背
後
の
北
山
山
地
に
は
、
現
在
の
潜
在
植
生

と
同
じ
シ
イ

・
カ
シ
林
が
分
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
構
成
種
も
、

Ⅱ
帯
期
と
同
様
で
、
モ
ヽヽヽ
や
ス
ギ
な
ど
の
針
葉
樹
を
含
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
帯

と
Ｉ
帯
下
部
と
の
花
粉
組
成
の
変
化
を
母
植
物
か
ら
の
遠
近
に
よ
る
地
域
差
と
考
え
る
と
、

丘
陵
部
の
人
手
の
加
わ
っ
た
場
所
は
ア
カ
マ
ツ
、
コ
ナ
ラ
類
、
シ
デ
類
な
ど
を
要
素
と
す

る
針
広
混
清
林
で
、
よ
り
人
手
の
加
わ
っ
た
扇
状
地
縁
辺
部
は
ア
カ
マ
ツ
林
で
覆
わ
れ
て

い
た
可
能
性
も
あ
る
。

ａ
亜
帯
期
に
入
り
、
ス
ギ
属
花
粉
が
や
や
増
加
す
る
。
こ
の
現
象
は
西
側
の
朝
酌
川
流

域
で
は
、
従
来
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。　
一
時
的
に
降
雨
量
が
増
加
し
た
、
あ
る
い
は

気
温
が
低
下
し
た
な
ど
、
ス
ギ
の
生
育
に
適
し
た
気
候
条
件
の
変
化
も
要
因
に
考
え
ら
れ

る
が
、
類
例
に
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
残
る
。
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ま
た
、
イ
ネ
科

（四
十
ミ
ク
ロ
ン
以
上
）
の
出
現
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
池
状
遺
構
近

辺
で
水
田
が
営
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
強
い
。
周
辺
の
微
高
地
や
畦
な
ど
に
は
、
ヨ
モ
ギ

類
の
ほ
か
、
他
の
キ
ク
科
や
、
キ
ン
ポ
ウ
ゲ

（以
下
、
科
名
で
は
な
く
各
々
の
代
表
的
な

種
を
示
す
。
）
、
ナ
ズ
ナ
、
ナ
デ
シ
ヨ
、
ア
カ
ザ
、
タ
デ
な
ど
の
草
が
生
育
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
池
内
や
、
周
辺
の
水
田
内
に
は
、
サ
ジ
オ
モ
ダ
カ
、
オ
モ
ダ
カ
、
コ
ウ
ホ
ネ
、

セ
リ
、
キ
カ
シ
グ
サ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
水
草
が
生
育
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め

今
回
の
分
析
結
果
か
ら
、
以
下
の
こ
と
を
考
察
し
た
。

（
一
）

花
粉
分
析
結
果
か
ら
Ｉ
、
Ⅱ
帯
を
設
定
し
た
。
さ
ら
に
Ｉ
帯
を
、
ａ
、
ｂ
亜
帯

に
細
分
し
た
。

（二
）

今
回
の
花
粉
帯
と
、
朝
酌
川
下
流
の
遺
跡
群
で
の
花
粉
帯
を
比
較
し
た
。
そ
の

結
果
、
各
花
粉
帯
の
特
徴
が
ほ
ぼ

一
致
し
た
。
た
だ
し
、
今
回
の
結
果
で
マ
ツ
属

（複
維

管
束
亜
属
）
の
出
現
率
が
高
い
原
因
を
、
堆
積
環
境
の
違
い
に
よ
り
局
地
性
を
示
し
た
結

果
で
あ
る
と
考
え
た
。

（三
）

Ⅱ
、
Ｉ
帯
期
の
遺
跡
周
辺
の
古
環
境
の
一
部
を
推
定
し
た
。
今
回
の
調
査
で
特

筆
す
べ
き
事
項
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
、　
今
回
初
め
て
認
め
ら
れ
た
Ｉ
帯

ａ
亜
帯
で
の
ス
ギ
属
の
増
加
傾
向
の
原
因
は
、

周
辺
地
域
で
の
今
後
の
デ
ー
タ
の
積
み
重
ね
に
よ
り
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

現
時
点
で
は
、
ス
ギ
の
生
育
に
適
し
た
環
境
、
降
水
量
の
増
加
、
気
温
の
低
下
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。

二
、
　

遺
構
は
検
出
さ
れ
て
い
な

い
も
の
の
、
Ⅱ
帯
期
以
降
、
遺
構
周

辺
で
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
今
後
、
プ
ラ
ン
ト
・
オ
パ
ー

ル
分
析
な
ど
に
よ
る
再
調
査
も
必
要

に
な
る
。

引
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献
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一
九
七
九
）
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酌
川
河
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改
修
工
事
に
伴

ユ00m

第28図 調査区の配置
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第
五
章

ま

と

め

以
下
、
平
成
九
年
度
調
査
し
た
荒
船
古
墳
群
と
本
庄
川
流
域
条
里
遺
跡
の
調
査
の
あ
ら

ま
し
を
ま
と
め
る
。

荒
船
古
墳
群
は

一
辺

一
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
小
規
模
方
墳
で
構
成
さ
れ
、
こ
の
地
方
に

横
穴
式
石
室
が
普
及
す
る
以
前
の
墓
制
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。
但
し
、
３
号
墳
の

墳
丘
上
で
発
見
さ
れ
た
須
恵
器
は
古
墳
築
造
時
期
よ
り
新
し
く
山
陰
第
二
期
の
も
の
で
あ

る
。
松
江
市
古
曽
志
町
古
曽
志
大
谷

一
号
墳
は
、
全
長
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
中
期
の
前
方
後

方
墳
で
あ
る
が
、
後
方
部
に
は
山
陰
第
二
期
の
須
恵
器
が
古
墳
築
造
後
に
供
献
さ
れ
て
お

り
何
ら
か
の
祭
祀
行
為
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
荒
船
３
号
墳
の
場
合
も
あ
る
い
は

そ
う
し
た
祭
祀
行
為
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
庄
川
流
域
条
里
遺
跡
で
は
、
Ｉ
区
～
Ⅲ
区
が
今
日
み
ら
れ
る
よ
う
な
農
村
景
観
に
な

る
ま
で
に
は
、
幾
度
か
の
開
発
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
れ
は
次
の

よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
　
調
査
対
象
区
東
側
の
Ｉ
区
は
、
丘
陵
部
に
近
い
そ
の
東
側
が
大
き
く
削
平
さ
れ
て

い
る

こ
と
。

②
　
Ｉ
区
の
西
に
行
く
に
し
た
が
い
旧
地
形
が
落
ち
込
み
、
Ⅱ
区
と
の
間
に
深
い
谷
地

形
が
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
。

③
　
Ⅱ
区
は
削
平
さ
れ
て
い
る
が
、
竪
穴
建
物
跡
の
柱
穴
の
す
べ
て
を
削
平
す
る
ほ
ど

で
な
く
、
比
較
的
安
定
し
た
場
所
で
あ

っ
た
こ
と
。

④
　
Ⅲ
区
の
東
側
は
少
な
く
と
も
弥
生
時
代
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
、
河
川
や
沼
地
、

湿
地
と
い
う
自
然
環
境
で
あ
り
、
そ
れ
は
西
に
向
か
っ
て
よ
り
深
く
な
っ
て
お
り
、

1

―  ｀
注

∩
′
守

、

現
本
庄
川
の
位
置
を
決
定
づ
け
た
ら
し
い
こ
と
。

⑤
　
Ⅲ
区
西
側
は
、
東
側
の
湿
地
の
続
き
の
上
に
盛
土
や
盛
石
を
行
い
造
成
し
て
利
用

し
て
い
る
こ
と
。

こ
れ
ら
を
、
検
出
し
た
遺
構
と
の
関
係
を
推
定
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ａ
　
①
②
の
こ
と
は
Ｓ
Ｋ
０
４
が
落
と
し
穴
で
あ
る
と
の
推
定
を
可
能
に
す
る
。

ｂ
　
③
の
こ
と
は
、
古
墳
時
代
の
集
落
は
微
高
地
が
え
ら
ば
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
平
成
八
年
度
調
査
結
果
と
矛
盾
し
な
い
。

Ｃ
　
④
の
こ
と
は
、
弥
生
時
代
は
原
地
形
を
あ
ま
り
改
変
せ
ず
に
利
用
し
た
農
耕
が
お

こ
な
わ
れ
、
集
落
も
付
近
に
存
在
す
る
こ
と
を
示
す
。
検
出
し
た
石
組
遺
構
は
西
川

津
遺
跡
と
同
様
で
あ
り
弥
生
時
代
の
集
落
の
あ
り
方
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
た
。

ま
た
、
石
斧
等
の
道
具
類
の
石
器
の
出
上
が
皆
無
で
あ

っ
た
こ
と
は
弥
生
時
代
後
期

に
鉄
製
品
が
普
及
し
て
い
た
と
い
う
通
説
を
裏
付
け
る
。

ｄ
　
⑤
の
こ
と
か
ら
、
瓦
礫
層
地
を
耕
作
地
と
し
て
利
用
す
る
方
法
の

一
つ
が
推
定
さ

れ
た
。

な
お
、
第
３４
図
に
本
庄
川
流
域
に
残
る
条
里
遺
構
の
坪
境
撮
影
位
置
図
を
示
し
、
平

成
八
年
度
調
査
報
告
書
第
５８
図
の
参
考
に
し
た
。

足
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己
、
丹
羽
野
裕
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曽
志
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
書
』
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根
県
教
育
委
員
会
、

九
八
九

内
田
律
雄

『本
庄
川
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域
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遺
跡
』
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教
育
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一
九
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七
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①荒船3号墳主体部刀子出土状態
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〇荒船4号墳 (調査中 東より)
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図版 8

〇荒船4号墳 (調査後 東より)
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⑩荒船1号墳 (右 )、 2号墳 (左 )
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〇同Itt SK04(断面)
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①同Ⅱ区 SBll・ 12
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〇同Ⅱ区 SB12
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⑫同Ⅲ区 第1調査区 (北より)
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図版 20
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④上本庄町福田寺阿弥陀堂石塔
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図版 24

⑦上本庄町木並石塔
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